
�
日
ま
で
参
加
者
募
集
中

                     

                     

次
号
は
２
月
２４
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

守
山
の
歴
史

楽
し
み
ま
せ
ん
か

守
山
郷
土
史
研
究
会

会
報
「も
り
や
ま
」発
刊

「ハ
ッ
ピ
ー
マ
マ
フ
ェ
ス
タ
」５
組
�
人

「Ｌ
ａ
Ｌ
ａ

ラ
イ
ブ
�
」
３
組
６
人

〝新
聞
が
届
く
ま
で
〟テ
ー
マ
に
出
前
授
業

中
日
新
聞
店
主
ら
〝先
生
〟に
小
幡
小
で

盛大に守山区消防表彰式

協
力
者
、功
労
団
体
ら
招
き

守
山
警
察
署
も
感
謝
状
贈
呈
式

県
警
本
部
長
感
謝
状
の
伝
達
も

                     

                     

　
記
念
に
い
か
が
―
。
本
紙

は
、
恒
例
「
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の

１
年
生
・
紙
面
大
集
合
」
を

三
月
十
日
号
で
行
い
ま
す
。

今
春
、
小
学
校
へ
入
学
す
る

お
子
さ
ん
の
紙
上
参
加
に
奮

っ
て
ご
応

募
く
だ
さ

い
。

　
【
応
募

方
法
】
郵
送
、
ま
た
は
メ
ー

ル
で
。
新
入
学
児
一
人
で
写

っ
て
い
る
写
真
（
返
却
は
い

た
し
ま
せ
ん
）
の
ほ
か
①
氏

名
・
性
別
②
住
所
③
電
話
番

号
④
保
護
者
名
⑤
入
学
す
る

学
校
名
⑥
将
来
、
何
に
な
り

た
い
か
⑦
お
近
く
の
中
日
新

聞
販
売
店
名
を
別
紙
に
明
記

し
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
三
五
二
、
守
山

ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
１
年

生
」
係
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
１

年
生
」
、
本
文
に
（必
ず
）①

か
ら
⑦
、
写
真
デ
ー
タ
を
添

付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ

＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ
＝
へ
。

　
※
掲
載
す
る
の
は
写
真
と

項
目
①
⑤
⑥
の
み
で
す
。

　
【
締
め
切
り
な
ど
】
と
も

に
二
月
二
十
日
（
火
）
必

着
。
規
定
人
数
を
超
え
た
場

合
は
先
着
順

と
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
紹

介
し
た
方
に

は
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

ま
た
、
画
質
に
よ
っ
て
は

掲
載
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
▽
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
ダ
ッ
ク

ス
４
」
さ
ん
の
投
稿
写
真

　
鉢
植
え
レ
モ
ン
が
色
づ
き

ま
し
た
。
通
常
の
も
の
よ
り

大
き
な
実
で
香
り
が
良
く
…

そ
の
名
も
「
レ
モ
ン
�
」
。

　
　
　
　
　
◇

　
【
お
こ
と
わ
り
】
発
行
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
関
係
で
、
紹

介
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

それぞれの代表者らが感謝状や表彰状を受け取った

日
下
部
さ
ん
㊥
と
服
部
さ
ん
㊨
に

本
部
長
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
た

新聞に目を通しながらいろいろと学ぶ児童

白
樺
八
�
さ
ん

美
口
啓
子
さ
ん

キ
ッ
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
も
開
催
（
前
回
）

　
「
守
山
区
消
防
表
彰
式
」
が
先
月
十
九
日
、
守
山
文
化
小
劇
場
＝
小
幡
南
一
＝
で
開
催
さ
れ
、
消

防
協
力
者
、
防
災
安
心
ま
ち
づ
く
り
運
動
推
進
功
労
団
体
、
消
防
団
業
務
協
力
者
、
功
労
消
防
団
員

家
族
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
優
良
防
火
管
理
事
業
所
、
優
良
防
火
管
理
者
、
優
良
危
険
物
保

安
事
業
所
、優
良
危
険
物
取
扱
者
、功
績
消
防
団
、優
良
消
防
団
、優
良
消
防
団
員
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
中
日
新
聞
販
売
店
に
よ
る

「
出
前
授
業
」
が
先
月
十
七
日

に
小
幡
小
学
校
＝
小
幡
一
＝
で

催
さ
れ
、
五
年
生
九
十
八
人
が

〝
新
聞
が
届
く
ま
で
〟
を
テ
ー

マ
に
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
だ
。

　
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

を
利
用
し
、
社
会
科
授
業
の
一

つ
と
し
て
開
か
れ
た
も
の
。
昨

年
十
一
月
に
続
き
、
同
小
か
ら

依
頼
を
受
け
、
担
任
の
先
生
の

協
力
の
下
で
実
施
さ
れ
た
。

　
販
売
店
主
が
講
師
を
務
め
、

児
童
ら
に
当
日
の
朝
刊
を
一
人

一
部
ず
つ
配
布
。
題
字
に
名
古

屋
城
や
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
と
い
っ

た
名
所
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
、

見
出
し
の
種
類
と
役
割
、
新
聞

の
読
み
方
な
ど
を
説
明
し
た
。

　
ま
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
い
な
が

ら
、
取
材
か
ら
各
家
庭
に
届
く

ま
で
を
紹
介
。
「
き
ょ
う
の
新

聞
で
は
、
集
ま
っ
た
約
六
千
五

百
件
の
情
報
の
中
か
ら
選
ん
で

三
百
件
ぐ
ら
い
を
載
せ
て
い
る

ん
だ
よ
」
の
話
も
あ
り
、
児
童

か
ら
「
へ
ぇ
ー
」
「
す
ご
い
」

と
小
さ
な
声
が
上
が
っ
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
「
新
聞
に

は
、
な
ぜ
漫
画
が
載
っ
て
る

の
」
「
社
会
面
は
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
が
多
い
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
を

取
る
意
味
も
あ
る
ん
だ
よ
」
な

ど
と
や
り
取
り
。
授
業
後
、
代

表
の
男
子
児
童
は
「
た
く
さ
ん

の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、
び
っ

く
り
し
た
」
と
感
想
を
発
表
し

た
。

　
守
山
消
防
署
が
、
消
防
活
動

へ
貢
献
し
た
人
や
団
体
に
対
し

て
行
っ
た
も
の
で
、
受
賞
者
や

公
職
者
ら
が
多
数
出
席
。
火
災

・
救
急
な
ど
の
緊
急
通
報
ダ
イ

ヤ
ル
〝
一
一
九
番
〟
に
合
わ

せ
、
一
月
十
九
日
や
近
い
日
に

毎
年
催
し
て
い
る
。

　
小
松
祐
治
署
長
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
代
表
者
へ
感
謝
状
や
表
彰

状
を
手
渡
し
た
ほ
か
、
「
防
火

・
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
自

助
・
共
助
が
必
要
。
引
き
続
き

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

い
っ
た
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

　
受
賞
者
・
団
体
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
）
。

　
▽
消
防
協
力
者
＝
東
春
酒

造
、
田
中
葬
具
店
、
新
栄
機

工
、
中
部
紙
業
、
守
山
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
、
愛
知
ト
ヨ
タ
自
動

車
守
山
営
業
所
、
サ
ン
レ
イ
、

三
和
清
掃
名
古
屋
営
業
所
志
段

味
工
場
、
森
孝
西
学
区
防
災
安

心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
苗
代

学
区
防
災
安
心
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
、
鷲
見
修

　
▽
防
災
安
心
ま
ち
づ
く
り
運

動
推
進
功
労
＝
下
志
段
味
学
区

防
災
安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
、
大
森
学
区
防
災
安
心
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
、
森
孝
西
学
区

防
災
安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
、
白
沢
学
区
防
災
安
心
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
、
瀬
古
学
区
防

災
安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、

志
段
味
西
学
区
防
災
安
心
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
、
守
山
学
区
防

災
安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

　
▽
消
防
団
業
務
協
力
者
＝
臼

井
                     

司
、
上
谷
正
久
、
佐
藤
日

出
雄
、
花
村
信
哉
、
森
内
幸

子
、
瀧
本
益
実
、
山
田
直
樹
、

間
瀬
和
造
、
竹
前
勇
、
安
藤
秋

義
、
箕
浦
勝
支
、
中
島
功
介
、

服
部
一
男
、
松
原
宏
平
、
山
内

正
道
、
二
見
六
郎
、
野
田
和
宏

　
▽
功
労
消
防
団
員
家
族
＝
臼

井
弘
美
、
北
村
三
代
子
、
冨
山

千
里
、
神
谷
佐
恵
子
、
立
石
美

代
子
、
水
野
恵
子
、
安
田
喜

一
、
深
谷
佳
子
、
大
島
美
佐

子
、
安
藤
敏
子
、
松
本
高
子
、

鈴
木
輝
子
、
森
下
千
穂
、
梶
田

里
美
、
松
原
徳
枝
、
浅
井
喜
三

雄
、
小
林
美
智
子
、
三
浦
芳

枝
、
松
尾
洋
子

　
▽
優
良
防
火
管
理
事
業
所
＝

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
名
古
屋
工
場
、

清
水
屋
藤
ケ
丘
店

　
▽
優
良
防
火
管
理
者
＝
末
良

哲
也
、
古
川
裕
晃

　
▽
優
良
危
険
物
保
安
事
業
所

＝
平
和
石
油
Ｓ
Ｓ
Ｌ
ａ
Ｐ
ｉ
ｔ

守
山
、名
東
生
コ
ン
、三
協
薬
品

　
▽
優
良
危
険
物
取
扱
者
＝
杉

浦
龍
治
、竹
下
智
幸
、密
川
理
名

　
▽
功
績
消
防
団
＝
苗
代
消
防

団　
▽
優
良
消
防
団
＝
森
孝
西
消

防
団
、
瀬
古
消
防
団

　
▽
優
良
消
防
団
員
＝
臼
井
幸

治
、
名
倉
俊
介
、
永
井
啓
之
、

水
谷
学
、
酒
井
龍
之
、
広
田
建

一
、
皆
島
明
大
、
冨
山
友
介
、

松
田
良
幸
、
中
原
直
人
、
塚
本

好
昭
、
森
裕
、
黒
野
豊
明
、
津

田
郁
生
、
福
本
隆
夫
、
一
之
瀬

肇
、
清
水
晴
雄
、
新
垣
淳
、
大

和
谷
茂
、
勢
力
孝
博
、
瀧
本
真

一
、
岡
本
啓
吾
、
臼
井
正
久
、

川
口
直
宏
、
進
藤
直
樹
、
服
部

和
夫
、
山
内
啓
、
高
橋
一
成
、

川
島
弘
久
、
小
山
達
夫
、
小
林

慶
和
、
北
川
一
雄
、
谷
口
克
己
、

�
橋
武
生
、
箕
浦
雅
仁
、
石
黒

弘
、
芳
田
和
征
、
田
中
忠
明
、

稲
垣
猛
、
中
村
伸
幸
、
川
地
慎

一
郎
、
伊
藤
靖
彦
、
河
村
和
美
、

刑
部
淳
、
村
松
健
、
井
町
圭
太
、

山
井
隆
行
、
村
瀬
真
二
、
谷
啓

二
、
伊
藤
瑞
穂
、
矢
野
喜
義
、
山

田
一
郎
、
川
地
光
洋
、
副
島
秀

雄
、児
島
昌
一
、三
輪
英
雄

　
守
山
警
察
署
の
「
感
謝
状
贈

呈
式
」
が
先
月
十
八
日
、
尾
張

旭
市
文
化
会
館
＝
同
市
東
大
道

町
山
の
内
＝
あ
さ
ひ
の
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
受
賞
者
ら
約
百

三
十
人
が
出
席
し
た
。

　
防
犯
や
交
通
安
全
と
い
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め

〝
地
域
の
安
心
・
安
全
〟
に
つ

な
が
る
協
力
と
貢
献
に
対
し
、

同
署
が
毎
年
こ
の
時
期
行
っ
て

い
る
も
の
。

　
こ
と
し
は
、
と
も
に
守
山
区

在
住
の
日
下
部
康
彦
さ
ん

�
�
、
服
部
要
さ
ん
�
�
の
二

人
へ
警
察
本
部
長
感
謝
状
を
伝

達
。
個
人
三
十
三
人
と
、
学
区

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
や
事
業
所

な
ど
六
十
七
の
団
体
に
署
長
感

謝
状
を
贈
っ
た
。

　
渡
邊
泰
輔
署
長
は
「
警
察
活

動
を
強
力
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
が
、引
き
続
き
ご
協
力
を
」と

あ
い
さ
つ
。ま
た
、柴
田
久
司
守

山
区
長
が
「地
域
の
安
全
を
守

れ
る
の
は
警
察
だ
け
で
な
く
、

皆
さ
ん
の
力
で
も
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
」と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
地
元
の
歴
史
解
明
や
史
料
発

掘
な
ど
を
長
年
続
け
て
い
る

「
守
山
郷
土
史
研
究
会
」
（
道

木
正
信
代
表
）
は
こ
の
ほ
ど
、

年
一
回
の
会
報
「
も
り
や
ま
」

＝
写
真
＝
を
発
刊
し
た
。

　
主
な
内
容
は
「
本
地
ケ
原
の

名
古
屋
飛
行
訓
練
所
」
「
変
貌

す
る
瀬
戸
線
　
そ
の
９
」
と
い

っ
た
会
員
の
報
告
五
件
。
巻
頭

で
は
、
一
九
七
八
（
昭
和
五
十

三
）
年
の
守
山
区
に
関
す
る
新

聞
折
り
込
み
広
告
を
カ
ラ
ー
で

数
多
く
紹
介
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
史
料
と
し
て

「
小
幡
村
御
觸
留
二
九
　
明
治

八
年
御
用
留
（
五
）
」
「
春
日

井
郡
大
森
村
文
書
二
」
も
収

録
。
Ｂ
５
判
、
百
七
十
六
㌻
、

定
価
千
五
百
円
。
臼
井
書
店
、

白
沢
書
店
、
ち
く
さ
正
文
館
で

取
り
扱
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
執
筆
者
に
よ
る
内
容

説
明
会
が
二
月
十
七
日
、
三
月

三
・
十
七
日
（
い
ず
れ
も

土
）
、
午
後
二
時
―
同
四
時
、

守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
＝
守

山
三
＝
で
開
か
れ
る
。
参
加
費

五
百
円
（
資
料
代
な
ど
と
し

て
）
。
「
地
域
の
歴
史
に
触
れ

る
こ
と
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ

ん
か
」
と
道
木
代
表
。

　
問
い
合
わ
せ
は
道
木
さ
ん
方

＝
☎
（
７
９
１
）
２
３
０
４
＝

へ
。

　
育
児
と
自
分
磨
き
に
励
む
女

性
の
た
め
の
「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
マ

フ
ェ
ス
タ
」
（
中
日
新
聞
社
な

ど
主
催
）
が
二
十
三
（
金
）
―

二
十
五
（
日
）
の
三
日
間
、
ナ

ゴ
ヤ
ド
ー
ム
＝
東
区
大
幸
南
一

＝
で
開
か
れ
る
。

　
マ
マ
タ
レ
ン
ト
の
子
育
て
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
や
よ
し
も
と
芸
人

の
お
笑
い
ラ
イ
ブ
の
ほ
か
、
ヘ

ア
ア
レ
ン
ジ
が
無
料
体
験
で
き

る
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
エ
リ
ア
、
最

新
ト
レ
ン
ド
が
分
か
る
企
業
ブ

ー
ス
な
ど
で
楽
し
め
る
。
ま

た
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
も
無
料
で
参
加
が

で
き
、
マ
マ
た
ち
の
ブ
ー
ス
も

多
数
出
展
さ
れ
る
。

　
「
会
場
に
は
託
児
ル
ー
ム
や

授
乳
・
お
む
つ
替
え
ス
ペ
ー
ス

も
あ
る
の
で
、
お
子
さ
ま
連
れ

で
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
」

と
同
実
行
委
員
会
。

　
午
前
十
時
―
午
後
五
時
（
二

十
五
日
は
午
後
四
時
ま
で
）
、

当
日
券
は
千
二
百
円
。
マ
マ
専

用
ア
プ
リ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
マ
フ
ェ
ス
タ
」

で
検
索
）
の
事
前
登
録
で
、
登

録
者
と
同
行
の
大
人
一
人
が
入

場
無
料
に
な
る
。
問
い
合
わ
せ

は
同
実
行
委
員
会
事
務
局
＝
☎

（
２
２
１
）
０
９
５
５
＝
へ
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
多
彩
な
ゲ
ス
ト
と
の
ト
ー
ク

や
生
演
奏
な
ど
「
百
花
繚
乱

『
Ｌ
ａ
Ｌ
ａ
　
ラ
イ
ブ
�
』
」

が
、
三
月
四
日
（
日
）
に
守
山

文
化
小
劇
場
＝
小
幡
南
一
＝
で

開
か
れ
る
。
午
後
二
時
開
演
、

同
一
時
半
開
場
。

　
二
〇
一
九
年
五
月
、
と
も
に

二
十
周
年
を
迎
え
る
同
劇
場
と

「
守
山
の
文
化
を
考
え
る
会
」

が
共
催
す
る
プ
レ
企
画
。
守
山

区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
ら
が
多
数
登
場
し
、
魅
力

た
っ
ぷ
り
の
ト
ー
ク
と
生
演
奏

を
繰
り
広
げ
る
。

　
出
演
は
牛
嶋
宏
樹
さ
ん
（
映

像
）
、
奥
村
育
子
さ
ん
（
ソ
プ

ラ
ノ
）
、
木
村
直
子
さ
ん
（
ハ

ー
プ
）
、
庄
野
俊
哉
さ
ん
（
音

読
）
ほ
か
。
ま
た
、
司
会
や
進

行
と
い
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
は

白
樺
八
�
さ
ん
、
美
口
啓
子
さ

ん
が
務
め
る
。

　
全
自
由
席
の
前
売
り
券
は
一

般
二
千
円
（
当
日
二
千
五
百

円
）
、
高
校
生
以
下
千
五
百
円

（
同
二
千
円
）
。

　
そ
の
ほ
か
三
月
二
日
（
金
）

―
四
日
（
日
）
守
山
文
化
小
劇

場
練
習
室
で
は
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
キ
ル
ト
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
個

性
あ
ふ
れ
る
作
品
展
「
ク
ラ
フ

ト
ア
ー
ト
っ
と
�
」
（
入
場
無

料
）
も
同
時
開
催
さ
れ
る
。
午

後
一
時
―
同
八
時
（
四
日
は
同

七
時
ま
で
）
。
と
も
に
問
い
合

わ
せ
は
同
劇
場
＝
☎
（
７
９

６
）
１
８
２
１
＝
へ
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
マ
フ
ェ
ス

タ
」
五
組
十
人
、
「
百
花
繚
乱

『
Ｌ
ａ
Ｌ
ａ
　
ラ
イ
ブ
�
』
」

三
組
六
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
招
待

券
を
本
紙
読
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
お
届
け
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
を
明
記
し

て
、〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、松

坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ

ュ
ー
ス
「ハ
ピ
マ
マ
」
ま
た
は

「Ｌ
ａ
Ｌ
ａ
ラ
イ
ブ
」ど
ち
ら
か

希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。　

締
め
切
り
は
十
四
日
（
水
）

必
着
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
招
待
券
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
に
代
え
ま
す
。
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